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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月23日(2015.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脂肪由来非脂肪細胞、又は、脂肪由来非脂肪細胞及び脂肪細胞を含む脂肪組織由来細胞
懸濁液から得られる脂肪組織由来分泌物を含む、対象のざ瘡の局所治療または予防するた
めの医薬組成物。
【請求項２】
　前記対象が青年である、請求項1に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記対象が、臨床的に関連するざ瘡を有する、請求項1又は2に記載の医薬組成物。
【請求項４】
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　前記ざ瘡が、尋常性ざ瘡および嚢胞性ざ瘡からなる群から選択される、請求項1～3のい
ずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　前記脂肪組織由来分泌物が、ウシ科動物由来またはブタ由来のものである、請求項1～4
のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記脂肪組織由来分泌物が、脂肪組織由来細胞懸濁液の細胞培養物から得られる、請求
項1～5のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　濃縮された脂肪組織由来分泌物を含む、請求項1～6のいずれか一項に記載の医薬組成物
。
【請求項８】
　脂肪組織由来分泌物が、5～20倍で濃縮されている、請求項1～7のいずれか一項に記載
の医薬組成物。
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